
「ACPの手びき」と「救急医療情報キット」の活用の流れ

「ＡCPの手びき」は、本人または家族に返却
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かかりつけ医に渡す

家族などの大切な人と共有

（話し合い、思いを共有することが「ACP」です。）

方法１ ： お薬手帳に折りたたんで貼る。

方法２ ： 救急医療情報キットに入れて、冷蔵庫に保管する。

搬送先の医療機関で、必要に応じて「ACPの手びき」を参考

に、治療方針を決定。

救急隊が、お薬手帳、救急医療情報キットを確認

■「ACPの手びき」があれば、救急搬送先へ渡される。（※）

■救急医療情報を転記、キットは自宅に置いたままとなる。
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救急搬送時

は、「ACP の

手びき」で、

仮に延命措

置を希望し

ない記載内

容でも、必ず

救命活動を

行う。


